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地域社会と連携した体験型環境教育の試み 
初等中等教育と連携した人材育成を中心に（１２） 
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１．はじめに 

 

人類社会の持続的存続には、環境問題を広い視野から考え、問題の解決に向けて行動できる人材の育成が必要

である。そのような人材育成には、人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際的で実践的な教育プログラムの構

築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期待は大きく、2000 年には国連における日本主導の

「持続可能な開発のための教育の 10 年」がスタートし１）、日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活

動・環境教育推進法」が 2003 年に成立した２）。 

東海大学では、環境分野における学際的な人材の育成とその成果を、地域社会に還元することを目的の一つとし

た環境憲章を 1997 年に発表している３）。また、教養学部では、広い視野を持った人材を育成するため、学部共

通科目を段階的に履修させ、実践系科目に結び付ける学部共通領域を構築している。さらに、教養学部人間環境

学科では、自然科学系と人文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を構築

し、人間環境に関わる様々な問題を、人文・社会・自然科学の枠にとらわれない広い視野から考え、問題解決に

向けて行動できる人材の育成を目的に、実践的な環境教育プログラムを実施している４、５）。この特徴的な環境

教育プログラムは、2011 年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会 21 期提言の中で引用され

るに至っている６）。こうした背景のもと、我々は、様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた７－６５）。 
 しかしながら、２０２０年度は新型コロナ感染症拡大の影響で、宮古島の小学校への出前授業を実施すること

ができなかった。そこで、沖縄県の島々において、新たな連携先の検討を開始した。 
 

２．連携先の検討 
 
 コロナの感染拡大が終息すれば、これまで通り宮古島の小学校への出前授業を継続する予定であるが、出前授

業が中となったことを受け、連携先を増やす試みに取り組んだ。 
 沖縄県は、多数の島々から形成されており、大きさでは、沖縄本島、西表島、石垣島、宮古島、久米島の順と

なる。石垣島とその周囲の八重山諸島については、現地の教育委員会と調整してきたが、沖縄本島や宮古島同様

に観光地化が進んでいる。そのため、日本本土のコロナ感染拡大の影響を直接受けることから、候補地からは外

すこととした。 
２０２０年度は、南西諸島（奄美・琉球）の世界自然遺産登録に向けた取り組みが最終段階に入っていたこと 
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から、該当地域の状況調査も実施していた。そこで、鹿児島県の奄美大島、徳之島、沖永良部島、沖縄県の久米

島に関して、連携先を検討した。 
結果としては、久米島ホタル館において、連携の可能性が浮上した。 

 
３．久米島ホタル館との連携に関して 

 
 久米島は、沖縄本島の西１００ｋｍにある県内５番目の大きさの島である。那覇空港から空路で３５分、那覇

泊港から海路で約３時間３０分の位置にある（図１）。人口は約７千名であり、ダイビングスポットとして有名で

ある。産業としては、サトウキビやクルマエビ養殖、久米仙（泡盛）などがある。琉球王朝時代は、大陸や日本

との交易の寄港地としての役割を担っており、史跡も多い。 

 また、久米島には、キクザトサワヘビ（絶滅危惧種）やクメジマボタル（天然記念物）をはじめとした貴重な

固有種も多く、久米島ホタル館（図２）が中心となって保護活動が実践されている。 

 久米島は沖縄諸島の最も西側に位置することもあり、海岸への漂着ゴミが多く、久米島ホタル館（ＮＰＯ法人

久米島ホタルの会）では、小学校と連携し、小学生による漂着ゴミ回収体験を実施している。しかしながら、ゴ

ミの分別や３Ｒ（減量化、再利用促進、再資源化）が大切である事の理由を教える授業が実践できておらず、大

学生が構築した体験的環境教育プログラムに興味があるとのことであった。 

 小学校に興味を示す教員がいれば、ホタル館だけでなく小学校との連携も可能ということであった。久米島は、

図３～９で示すように歴史もあり、自然も豊かである。博物館も充実しており、学生の体験演習のフィールドと

しても期待できることから、久米島ホタル館館長とＮＰＯ法人事務局長に小学校との調整をお願いして、再度の

来島を約束した。 

 それ以後、久米島ホタル館に再度訪問し、出前授業の実施に向けた調整を行い、２０２１年１１月２日に、学

生主体の出前授業を、大岳小学校で実施することができた。これについては、別の機会に報告したい。 
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図 1．久米島の位置 

 
 
 
 

 
図２．久米島ホタル館 
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図３．宇江城城跡 

 
 
 
 
 

 
図４．宇江城城跡 
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図５．旧上江洲家（1754 年築：沖縄県最古の民家で国の重要文化財） 

 
 
 
 
 

 
図６．畳岩 
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図７．島尻岬 

 
 
 
 
 

 
図８．比屋定バンダ 
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図９．久米島博物館 

 
 
 


